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1. はじめに
亡者の冥福を祈る追善願文は仏教的な儀礼文でありながら、行情的な哀傷の
文学としての意義を認めることができる。その意味で、平安期の女人追善願文
は、『源氏物語Jにおける紫の上哀傷の物語を考える上で様々な端緒を内在さ
せている。一方、『源氏物語』をいかに韓国の文学や文化との関連から論じる
ことができるかという問題意識からすると、時代の隔たりは大きいが、同じく
女性に対する哀傷文学として朝鮮時代の祭亡室文・祭亡女文が注目される。
ここでは、『源氏物語』における紫の上哀傷の物語を平安女人追善願文との
関わりから読む試みとして、韓国の祭亡室文・祭亡女文に目を向けてみたい。
韓国の祭文を扱う目的は、日本の願文と対比される韓国の哀傷文学の世界を紹
介し、それによって平安女人追善願文の特質をより明確にしようとするところ
にある。
特に、平安女人追善願文における哀傷表現を『長恨歌』の引用と女人往生の
希求を中心に韓国の祭文との比較を通して検討し、それとの関連において紫の
上哀傷における『長恨歌』の引用表現、さらにその往生の発想と表現のあり方
について考えてみたい。
平安女人追善願文は『本朝文粋』所収の『為中務卿親王家室四十九日願文J
など四編の願文を取り上げ、朝鮮時代の祭亡室文・祭亡女文は17、18世紀の作
品三編を中心とする。
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2.平安女人追善願文の哀傷表現
願文とは、廟社・堂塔などの奉納や造仏納経などの法会法要、死後の冥福を
祈る四十九日・一周忌などの忌日法要などの折に、施主の願意を述べるもので、
その文体は、一定の様式に則り、仏教故事や古典語を駆使した耕健文で作成さ
れ、晴儀の仏教行事の場に提出された。このような願文は、類型的な表現や制
度的な様式性を特徴とする「集団的（共同体的）なハレの儀礼的文」であると
ともに、特に死者の冥福を祈る追善願文においては、「個の好情を盛る哀傷文
学」としての一面をうかがうことができる？
平安朝を代表する漢文集『本朝文粋Jには、巻十三の願文上の神嗣修繕、供
養塔寺、雑修繕と、巻十四の願文下の追修の部立に、合わせて二十七の願文が
所収されており、追修十五作品のうち五つが女人追善願文となっている。
まず、大江朝綱『為中務卿親王家室四十九日願文Jを取り上げる。これは重
明親王の亡室藤原忠平次女寛子（四十歳で没す）四十九日の願文で、『本朝文
粋』で唯一の亡妻追善願文である。
鎌倉中期の良季の『玉沢不掲紗Jは願文の典型例として、 一番 四種次第
［世間無常通用儀・悲嘆哀傷・孝行儀・仏法賛嘆］、二番 聖霊平生存生之様、
三番病中之様、四番逝去之様、五番悲嘆之事、六番 日数之事、七番
修善仏経事、八番時節景気事、九番昔因縁事、十番廻向句事をあげてい
る？これに従うと、上の願文では、二番の故人の生前の様子、四番の臨終の様
子、五番の残された者の悲嘆、六番、七番の法会の様子を荘厳する部分が、一
番の四種次第と十番の廻向句事との聞に配置されるという構成となっている
（以下、女人追善願文の本文は、末尾の〔資料〕を参照されたい） ？追善願文
では、特に五番に願主固有の心情が切々と語り込められ、願文の行情の中心を
なすが、ここでも「独作灯下伴影之身、猶添窓中恋古之恨。鴛驚会空、向旧枕
而湿挟、燕雀巣覆、撫遺卵而擢肝（独り灯下影を伴ふ身と作り、猶ほ窓中古を
恋ふ恨みを添ふ。鴛驚会空しくして、旧枕に向ひて挟を湿し、燕雀巣覆りて、
遺卵撫して肝を擢く）」④に亡妻の悲嘆の思いが凝縮されている。夜独りさびし
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く灯下に座り、亡き妻を偲ぶ恨みは深く、仲睦まじき鴛驚の刺繍の会も今は空
しく、懐かしい枕に涙を流し、母を亡くした遺児を抱いて心をくだくばかりで
あるという。妻を失った身の孤独と痛恨、悲傷と思慕が吐露されている。
ここで亡妻の悲傷を象る方法として「鴛驚袋空、向旧枕而湿挟」の表現に
『長恨歌Jの句「鴛驚瓦冷霜華重（鴛驚の瓦は冷たくして霜華重し）」、「菊翠余
寒誰与共（菊翠の会は寒くして誰と共にせむ）」⑤の表現が引かれていることが
注意される。実は、女人追善願文において、死別の悲嘆哀傷の心情を『長恨歌J
の表現を引くことで効果的に現わそうとするのが一つの類型をなしている。
次にあげるこ例は、亡妻の追善願文ではなく、亡き娘の死を悼み冥福を祈る
ものであるが、上と同様の表現の類型性をうかがうことができる。
大江朝綱『為左大臣息女女御四十九日願文』は、左大臣藤原実頼の三女述子
の追善願文である。述子は、村上帝に入内、弘徽殿女御と呼ばれた。懐妊した
が癌痛にかかり、天暦元年（947）十月五日、十五歳の若さで没した。この願
文では、前途あるわが娘を失った父実頼の痛恨の思いが吐露されている。ここ
でも、述子の生前の様子、特に入内し一門の栄達を期待されていたことを述べ
る部分と、実頼の痛恨の思いを述べる部分に『長恨歌Jの一節がヲlかれている。
願文の「養在深窓、外人不識（養はれて深窓に在り、外人識らず）」は『長
恨歌Jの「養在深閏人未識 （養はれて深聞に在り人未だ識らず）」、「初備三千
之列（初めて三千の列に備はれり）」は「後宮佳麗三千人（後宮の佳麗三千人）」、
「附門戸其顧 （門戸を其の顧に附け）」は「可憐光彩生門戸（憐れむ可し光彩の
門戸に生ずるを）」、「漢宮入内之夜（漢宮入内の夜）」は「後宮佳麗三千人（後
宮の佳麗三千人）」によっている。また、「綿々此恨、生々何忘（綿々たる此の
恨み、生々何ぞ忘れん）Jは、『長恨歌』結句「此恨綿綿無尽期（此の恨みは
綿々として尽くるの期無けむ）」によるもので、玄宗の楊貴妃喪失の「恨みJ
を通してわが娘を失った「恨み」を直裁に表現している。そして、その如何と
もしがたい「恨み」は、「龍女」のような女人往生への強い希求（「昔竜女献珠、
己証三明於南無垢之界（昔竜女珠を献ぜしに、巳に三明を南無垢の界に証し）」）
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へと収束することによって、かろうじて抑えられるといった趣きである。先述
の『為中務卿親王家室四十九日願文』の『長恨歌』の引用表現と比べると、よ
り直接的な痛恨の表現となっている。
一方、慶滋保胤『為大納言藤原卿息女女御四十九日願文』は、大納言藤原為
光の女低子（969～985）の追善願文である。紙子は、花山帝弘徽殿女御で、花
山帝の寵愛を一身に受けて懐妊するが、寵愛のあまり里下がりも許されず、悪
聞から発病し、寛和元年（985）七月十八日、十七歳の若さで没した。
この願文には、為光の娘の死に対する痛恨の思いが、「昔日李夫人之反魂、
尚可労方士（昔日李夫人の魂を反しし、尚ほ方士を労すべく）」と、李夫人の
反魂香の故事によって表現されている。「反魂香」は死者を蘇生させる妙香で、
漢の武帝が亡き李夫人の魂を招かせたというものである（『漢書』巻九七・夕飯
伝、「李夫人」『白氏文集』巻四・調諭）？ここでは、武帝は李夫人の魂を招き
寄せることができたが、私にはわが娘の魂を招き寄せる幻術士などいないとい
う意味である。
また、「弟子欲訪旅魂而未由、故図金人以為使、将通音信而無使、兼写宝｛局
以代書（弟子旅魂を訪はんと欲して未だ由あらず、故に金人を図して以て使と
為す、将に音信を通ぜんとして便無し、兼ねて宝備を写して以て書に代ふ）J
とあって、中有をさ迷う娘の魂を訪ねるために、仏像を描いてこれを使者に見
立て、書信を伝えるために経文を書写してこれに代えるとするo これは『長恨
歌』の、方士に手紙を託して楊貴妃の遊魂を訪ねることになぞらえた表現とし
て注意される？さらに、「雲雨J（天皇に寵愛される女性）、「五障」（罪深い女
人の身）が否定され、「龍女」の如く往生することが願われている。
このように為光の追善願文には、娘の死に対する喪失感と痛恨の思いが、李
夫人の反魂香と『長恨歌』の二重の引用によって表現されており、そこには女
人であることの「恨み」と女人の往生への強い希求が込められている。
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3.韓国の祭亡室文・祭t女文
朝鮮時代の祭文は、 17世紀頃から父系中心の儒教的な家族親族制が確立する
中、家門意識の高まりや、葬礼・祭礼の定着などと関わって発展した漢文様式
で、朝鮮時代末までに多くの祭文が作られた。特に、妻や娘の死を哀悼する祭
亡室文・祭亡女文には、良妻・賢母・孝婦・烈女といった儒教的に規範化・理
想化された女性像が称揚されるとともに、残された者の悲痛の思いが切々と吐
露され、普遍的な共感を呼ぶものとなっている？
17、18世紀に作成された女性対象の祭文（妻・娘をはじめ、母・祖母・姉・
妹・嫁・姪・叔母など、家族・親族内の女性が中心）は、作者134名、作品565
編に上っている。祭文は、亡者の忌日をはじめ、誕生日、葬儀前、移葬時、家
内の慶事の時など、さまざまな祭杷の折に作成され、祭杷の場で朗読された。
祭文の形式は、一般に冒頭に祭文作成の時期・対象・趣旨が示され、次に亡者
の生涯の簡単な叙述、亡者との追憶・印象的な事柄、死に至る過程と臨終の瞬
間、残された者の悲嘆が語られ、最後に亡者の冥福を祈り、散饗を願う格式的
な表現で結ばれる？
それでは、 17、18世紀に作成された三編の祭亡室文・祭亡女文を取り上げ、
その内容を検討してみる。これらの祭文の作者はいずれも国家の儒教理念を教
化、実践してゆく立場にあった高位の官僚知識層の人々である。
まず、呉道一 （1645～1703年）「祭亡室越氏文」（『西坂集』巻二十）~ 31歳で
病死した妻越氏夫人を哀悼する祭文である（以下、祭文の本文は、末尾の〔資
料〕を参照されたい）。出産後病状が悪化し、貧しい生活の中で亡くなった妻
への’憐欄の思いが際立つている。祭文の内容は、（1）祭文作成の趣旨、（2）妻
の実家での孝行・友愛を称揚、（3）夫の家族に対する孝行・友愛・和楽・礼儀
を称揚、そのすぐれた徳行に反する薄命を痛嘆、（4）死に至る過程、（5）改め
て病と出産、死に至る過程を詳述、（6）妻の死への自責の念、（7）妻の死後の
自身と遺児の境遇、（8）妻の臨終の言葉を回想、（9）家族墓地への埋葬のこと
を伝え、冥福を祈りつつ、亡妻の痛恨の思いを反努する、といった構成である。
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この祭文の特徴は、妻を失った悲嘆や痛恨、自責の思い（惰短命難在天 若
君之死 未必非調護之義宜坐之也 此余所以尤恒然痛恨愈久而愈不能為懐者
也）が直裁に表出されている点である。また、残された夫や子ゆえにあの世で
も安からぬであろう妻への憐欄（難在冥冥之中 亦安能弛念斯而尚痕無眺也哉
思之至此 不覚涙道市腸煎也）が印象的に語られでもいる。それゆえに、作者
は妻の冥福を祈りながらも、あの世とこの世は断絶したものとして見なし、死
別をあの世での再会など望めぬ永遠の別れとして絶望視している（鳴呼幽明一
隔寓事尽失百年之約）。
次に、察済恭（1720～1799年）「祭亡室貞敬夫人権氏文」（『奨巌集j巻三十
八） ~ 54歳で病死した妻権氏夫人を哀悼する祭文である。祭文の内容は、（1)
祭文作成の趣旨、（2）妻の死を祝賀するという言及、（3）妻の富貴栄達の様、
(4）妻の三従の節義、（5）妻の埋葬、後の自身と合葬のこと、来世での再会の
約束、（6）妻の賢婦ぶりをさまざまに称揚、（7）畏友としての妻、（8）埋葬の
こと、来世での庶子・男姑との再会のこと、という構成である。
この祭文は先の悲嘆と痛恨に満ちた呉道一の祭亡室文とは甚だ対照的である。
ここでは、妻の死が「祝賀」されるべきもの（所欲以相告者 以賀而不以悲罵）
として逆説的に語られる。それは、亡室が女性として最高の富貴栄達を極め
（封為貞敬夫人此閏門命秩之極也若論富貴栄達恐無以加此）、また、この
世でしばらく別れてもあの世では夫婦が永遠に共にいられる（人世少別 不過
瞬息地下会合 自可蔦年以是相賀何下可之有哉）からであるとする。そ
してそれにふさわしい賢婦としての理想的な姿が繰り返し称揚されている（有
使其時吾死而夫人亦死 三従之節義雄足以焼耀女史／吾父母毎日賢哉…親黛
威日賢哉夫人也…妾駿輿僕隷借日 賢哉宗黛皆日賢哉美洞夫人也）。
婦徳を備え、最高の富貴栄達を極めた生は、おのずと夫や子、 一家が再会し、
団繁を楽しむ安らかなあの世へと連続的に観念されているのである（畢寛相遇
賀輿悲都帰泡幻而止／今於夫人之帰慎之歓迎夫人之抱懐嘗無減於平昔
若能提撃省拝於吾父母南山幽宅則融融洩洩其楽何知）。
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最後は、宋凌吉 (1606～1672年）「祭嬬女羅氏婦文」（『同春堂集』巻十七）⑫
で、寡婦となって自決した娘を哀悼する祭文である。宋波吉の娘は夫と死別後、
相嫁の出産する男子を後継とするために10余年を忍従し生きてきたが、その望
みが絶たれると自決した。祭文の内容は、（1）祭文作成の趣旨、（2）娘の自決
に対する自責の念、すぐれた人品に反する薄命を痛嘆、（3）娘の自決に至る経
緯、（4）自決への非難、（5）自責の念、（6）永訣式不参の旨、（7）あの世での
亡母との再会のこと、冥福を祈る、といった構成である。
先述の祭亡室文に比べて亡者の婦徳を称揚する叙述は少なく、娘を失った痛
恨の思いと、その死をとと守め得なかった自責の念が直裁に吐露されている（使
汝至此皆我之罪也／難云天数人事有以致之念及於此哀腸自然寸断）。夫
に先立たれ後継のいない生は死にも劣る（生而無益 不如死之為安）として
「烈女」として命を絶った娘の姿に、儒教的に理想化された女性像を相対化す
る過酷な現実が印象づけられている。深い悲嘆と痛恨の思いに占められた作者
にとって、娘の向かうあの世は救済の約束された世界ではなく、ただ漠然とし
た知ることのできない冥界として観念されている（冥然漠然 無所識知 吾所
甚羨汝於泉下倫拝汝慈須致我此情…不知泉裏圏因果如此生也）。
以上の三編の祭亡室文・祭亡女文と、先述した平安女人追善願文とを比較し
てみると次のようなことが言える。
まず、形式の面では、代作の願文に対して、祭文は亡者を失った本人が直接
生の感情を込め作成するという点が異なっている。また、様式性の強い願文に
対して、祭文はその構成や内容の形式が比較的自由である。
次に悲嘆・哀傷表現のあり方においては、願文に比して、祭文には美辞麗句
などの文飾や故事の引用が少なく、また表現が具体的、日常的、対話的、散文
的である。特に、追善願文に『長恨歌』の引用表現が顕著に見られるのに対し
て、祭文全般において白楽天の言及は見られない。これは韓国での白楽天の受
容のあり方をそのまま反映している。
内容においては、言うまでもなく願文の仏教的な世界と、祭文の儒教的な論
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理との対比的なあり方は明確である。願文においては、『長恨歌jの玄宗の楊
貴妃喪失の表現を通して妻や娘を失った悲嘆や「恨み」が吐露され、罪深い
「五障」の存在からの離脱・「竜女」の往生に託され来世での救済が願われて
いる。一方、祭文の方は、女性の救済の方途をあの世での夫や家族との再会や
団築の楽しみに据えて亡者を慰撫するのが類型となっている。そして、何より
も、亡者を儒教的に理想化された存在として最大限に賞賛しその喪失を哀悼す
ること自体が、祭文における亡者慰撫の方法であった。祭文においては、儒教
的な家族制度の論理がこの世とあの世との断絶を埋め、女性慰撫の論理となっ
ている。元より罪深い存在であり、さまざまな係累から離脱すべき個としての
女人を救い取ろうとする願文の論理と、儒教的な家族の紐帯を通して女性を慰
撫しようとする祭文の論理は、甚だ対照的であるといえよう。
4.紫の上哀傷の表現
これまで韓国の祭亡室文・祭亡女文を通して、平安女人追善願文の哀傷表現
を改めて確認してみた。それと関わらせながら、光源氏の紫の上哀傷のあり方
を考えてみたい。紫の上哀傷の表現は、実頼や為光の娘を失った強い調子の
「恨みJの表現よりは、重明親王亡室の願文に見られる悲嘆と通じ、癒えるこ
とのない悲傷や孤独、追慕などで綴られていく。
「春の光を見たまふにつけても、いとどくれまどひたるやうにのみ、御心ひ
とつは悲しさの改まるべくもあらぬに、…」（幻、 p.521）⑬で、語り出される幻巻
冒頭の叙述は、そのまま源氏の紫の上哀傷の基調となっており、源氏の孤独も
「さびしき御独り寝J（幻、 p.522）、「独り寝常よりもさびしかりつる夜のさま
かな」（幻、 p.524～525）、「さびしき御独り寝J（幻、 p.542）などと、随所で語
られている。
先述したように、女人追善願文では、『長恨歌Jが亡き妻や娘に対する哀傷
表現の定型として願文に組み込まれ、女人往生の希求と緊密に結び付いていた。
それと関わって光源氏の紫の上哀傷のあり方を、『長恨歌』の引用表現に注目
-180-
しながら考えてみる。
(a）蛍のいと多う飛びかふも、「タ殿に蛍飛んで」と、例の、古言もかかる
筋にのみ口馴れたまへり。
（源氏）夜を知る蛍を見てもかなしきは時ぞともなき思ひなりけり
（幻、 p.542～543)
(b) （源氏）七夕の逢ふ瀬は雲のよそに見てわかれの庭に露ぞおきそふ
（幻、 p.543)
(c）今まで経にける月日よと思すにも、あきれて明かし暮らしたまふ。御
正日には、上下の人々みな斎して、かの蔓茶羅など今日ぞ供養ぜさせた
まふ。…
（源氏）人恋ふるわが身も末になりゆけど残り多かる涙なりけり
（幻、 p.543～544)
(d) （源氏）もろともにおきゐし菊の朝露もひとり挟にかかる秋かな
（幻、 p.544)
(e）雲居をわたる雁の翼も、うらやましくまもられたまふ。
（源氏）大空をかよふまぼろし夢にだに見えこぬ魂の行く方たづねよ
何ごとにつけても、紛れずのみ月日にそへて思さる。 （幻、 p.545)
(f）いとうたて、いま一際の御心まどひも、女々しく人わるくなりぬべけ
れば、よくも見たまはで、こまやかに書きたまへるかたはらに、
（源氏）かきつめて見るもかひなし藻塩草おなじ雲居の煙とをなれ
と書きつけて、みな焼かせたまひっO （幻、 p.548)
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紫の上哀傷において、（a）と（b）の『長恨歌』の引用表現を挟む上記の
叙述の構成が、固有の哀傷表現として注意される。
(a）の六月の条の前に、紫の上の一周忌供養の言及があり、それと五月雨
の時節とが相侠って、源氏の哀傷を象る、より和歌的で叙情的な文脈が綴られ
てゆくことになる。（a）の「タ殿に蛍飛んで」は、『長恨歌Jの「タ殿蛍飛恩
情然（タ殿に蛍飛んで思ひ情然たり）」という玄宗が亡き楊貴妃を偲ぶ条を引
いて、紫の上喪失の癒えることのない悲しみを印象づけている。続く源氏の歌
は、深い喪失感や孤独、悲傷を直裁に表現している。
( b）では、七夕の牽牛と織女の別れに紫の上との死別を思い、追慕の涙を
流すというものであるO 季節の景物や事象に、過去一対であった二人の離別と
孤独の心象が表象されるとともに、「露Jという涙の表現が悲傷を象っている。
このような歌を構成する表現のあり方は、（ c）での、不在の「人」紫の上を
偲ぶ「わが身J、「涙Jの表現でも同様に見られる。
( d）でも、「もろとも」であった過去と、 一人涙する現在が対比され、（e ) 
では、夫婦一対を象徴する「雁の翼」の羨望から、亡妻の悲傷追憶の典型とし
ての『長恨歌J「まぼろし」の一節が手繰り寄せられている。
「大空をかよふまぼろし…」は、幻術士に亡き紫の上の魂を探し出してほし
いと訴える歌で、『長恨歌』の「悠悠生死別経年 魂暁不曾来入夢 臨邦道士
鴻都客 能以精誠致魂晩為感君王展転思 遂教方士段勤覚（悠々たる生死別
れて年を経るも 魂晩曾て来たりて夢にだに入らず 臨布の道士鴻都の客能
く精誠を以って魂塊を致く 君王が展転の思ひを感ぜしが為に 遂に方士をし
て段勤に覚めしむ）Jによっている。この歌のみならず、地の文「紛れずのみ
月日にそへて思さるJにも、『長恨歌Jの結句「天長地久有時尽 此恨綿綿無
尽期（天長地久時有りて尽くとも 此の恨みは綿綿として尽くるの期無けむ）」
が響いているであろう。個の固有の悲傷は、典型としての悲恋物語の型を通し
て普遍化され、それによって慰撫されることを求めるが、ここでの源氏の悲傷
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はそれを通しても一向に慰藷されていない。
( f)の歌においては、文殻を焼く「煙」が紫の上への愛執を断とうとする
意思とともに、愛憐をも象徴している。その点で、この歌にも、尽きることの
ない「恨み」を語る『長恨歌Jの結句が共鳴していると思われる。紫の上の亡
魂を求める「まぼろしJと文殻の「煙jとは、愛憐の象徴という意味で通じて
いるのであり、『長恨歌』の表現を取り込んでいるという点で（e）と（ f) 
の歌は緊密な関係にあるといえる。先述の『為大納言藤原卿息女女御四十九日
願文』では、亡者の魂を招く方術士のない自分は、阿弥陀の仏像を使者に、経
文を手紙に見立て、亡き娘の魂を訪ねるとあった。『長恨歌』 ・李夫人の故事
の引用は、愛する者を失った悲嘆の深さを表象するとともに、その故人の救済
を希求する表現となっていた。一方、源氏の（ f)の歌は、この願文の発想と
は全く逆の地平にあって、「煙」に象徴されるような愛憐の情が印象づけられ
ている。
源氏の紫の上哀傷はその基調の面において、重明親王の亡妻追善願文と通じ
ている。一方、紫の上哀傷の『長恨歌Jの引用表現には、方士に楊貴妃の亡魂
を求めさせる条や、結句「此恨綿綿無尽期」を想起させるような、為光・実頼
の願文に見られる激しい「恨み」が内在化されていた。ただし、願文での引用
は、表現や発想、の面で女人往生の希求と強く関連づけられている。この点が、
宗教的な指向性を有する願文と、文学的な主題性を指向する紫の上哀傷との違
いとなっている。
5.女人往生と紫の上哀傷の方法
願文の女人往生の希求と関連して、光源氏の紫の上哀傷において彼女の往生、
救済をめぐるあり方はどのように描かれているのか。この問題を考える上で、
慶滋保胤『為二品長公主四十九日願文Jが注目される。
尊子内親王は、冷泉帝第二皇女で、天元三年（980）十五歳の時に円融帝に
入内し、寛和元年（985）五月二日、二十歳の若さで蓋去した。［為二品長公主
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四十九日願文Jの特徴は、尊子内親王の卓越した仏性が称賛され、その極楽往
生が確信されているという点である。「不知妙音暫来自界、仮為後宮欺、又不
知観音欲度随類、為現化身歎（知らず妙音暫く自界に来りて、仮に後宮と為り
しか、又知らず観音随類を度せんと欲して、為に化身に現ぜしか）」、「公主臨
終之問、西面懇九、寸心不乱、十念無休。便其締窓膜目之時、寧非蓮台結蜘之
日。定知不経中有、直至西方（公主臨終の問、西面凡愚りて、寸心乱れず、十
念休むこと無し。便ち其れ締窓膜目の時、寧ろ蓮台結蜘の日にあらずや。定め
て知る中有を経ずして、直ちに西方に至りたまへるを）」など、ここには、ほ
とんど往生伝的な女人往生の理想が描かれているO
これは、先の『為左大臣息女女御四十九日願文』や『為大納言藤原卿息女女
御四十九日願文』に「昔竜女珠を献ぜしに、巳に三明を南無垢の界に証し、今
弟子沸を揮して、九品を西極楽の地に開らかんと欲すJ、「法華経の仏果を説き
し、我が女竜女に異ならざらしめん」とあって、娘を失った無念さと罪深い女
人救済の痛切な希求が、その典型としての『法華経』提婆達多品の龍女往生⑭
の類型表現に託されていたのとは趣きを異にしている。それは、尊子内親王四
十九日の願文における女人往生の描かれ方に、念仏者保胤自身の西方浄土への
希求が色濃く反映されていること⑬と関わっている。
ここで先述した察済恭の祭亡室文が想起される。その祭文には、理想的な婦
徳を備えた女性が現世で富貴栄達を極め、来世をも楽観視されることが語られ
ていた。察済恭は当代の風俗の教化を担う最高位の官僚であり、彼は祭亡室文
を通して、当代の最も理想的な女性像とそれが現実と黍離しないで調和的に実
現する様相を見せる必要があったのである？祭文においても、作者の儒教的イ
デオロギーの志向が、その亡者慰撫に強く投影されているといえる。このよう
に哀傷する側の志向性によって、その哀傷の様相は必然的に異なってくるので
あるが、そのことは源氏の紫の上哀傷を考える上でも注意される。
紫の上哀傷の文脈には、願文に見られたような、竜女往生に典型化された女
人救済に対する切望、あるいはすぐれた仏性や道心の賛美によって往生を印象
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づけようとする方法は見られない。むしろ、物語は、女人往生を描くことに対
して懐疑的でさえある。例えば、仏性の面で理想的と思われた藤壷も、源氏と
の関係ゆえに往生できないでいたと朝顔巻で語られており、同じく道心の深い
紫の上も、源氏に愛され出家の許されぬわが身を罪深いとして来世を不安がっ
ている。
源氏が紫の上の往生を切望するという行為や思考の叙述自体は、それほど本
質的ではないと見られる。重要なのは、それが源氏自身の道心の葛藤と不可分
に関わっている点であろう。源氏の紫の上哀傷をかたどる物語では、源氏の生
涯にわたる憂愁の意味が改めて問い返され、現世厭離と現世執着の葛藤を通し
て、その救済のあり方が主題的に問われているのである？それは、出家の意思
の一方で浄化すべき悲傷や惑いをいっそう深めている、あるいは、悲傷や惑い
のままでの現世厭離へと誘われている、といったようなたゆたいが繰り返され
ている。
そのような源氏の道心の問題と紫の上の往生に関わるものとして「一蓮托生J
の発想が注目される。
千年をももろともにと思ししかど、限りある別れぞいと口惜しきわざなり
ける。今は蓮の露も他事に紛るまじく、後の世をと、ひたみちに思し立つ
ことたゆみなし。（御法、 p.518)
御法巻末、源氏は紫の上との死別を痛恨しながらも、今は西方浄土で紫の上
と一つの蓮台に座れるように、後生のため一途に出家を思い立っていると語ら
れている。女人往生ではないが、極楽浄土における紫の上との再会という点で、
一応紫の上の往生を前提とする発想であろう。
「一蓮托生」とは、法照禅師の『浄土五会念仏略方事儀讃末』の『往生楽願
文Jに「一一池中華満 華華総是往生人寧合金華百千効 不願地獄須奥間
各留半座乗華葉 待我閤浮同行人J⑬とあって、極楽浄土に往生した者は、蓮
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座の半分をあけて、この世で修行をともにした同行人が来るのを待つというも
のである。その元の意味から、『源氏物語Jでは、極楽浄土での夫婦の再会と
いう意味合いで用いられている。源氏から紫の上に対しては、上の例を含めて
三例がある。
若菜下巻（p.245）では、死への不安を詠む紫の上に対して、現世のみなら
ず来世でも変らぬ夫婦愛を訴えるものとして詠まれている（契りおかむこの世
ならでも蓮葉に玉ゐる露の心へだつな）。また、御法巻冒頭（p.494）では、世
俗から完全に離脱する出家の理想と紫の上への愛憐に葛藤する思念の中で語ら
れている（後の世には、同じ蓮の座をも分けんと契りかはしきこえたまひて、
頼みをかけたまふ御仲なれど…）。三例いずれも、紫の上との死別や離別との
関わりから、つまり、現世での愛の終罵という絶望的な状況において発せられ
ている。
特に、御法巻末の引用では、「一蓮托生」が源氏の出家と必然的に関係づけ
られている。源氏が来世で紫の上と再会するには、極楽往生しなければならず、
そのためには現世執着を捨て去った完全な出家を果たさなければならない。そ
れは、紫の上喪失による悲傷や惑いを浄化し、源氏の全人生にわたる憂愁に決
着をつけることを意味した。それゆえに源氏の思念する「一蓮托生」は、ほと
んど至難の条件が要される。「死出の山越えにし人をしたふとて跡を見つつも
なほまどふかな」（幻、 p.547）の歌に象徴されるように、源氏は最後まで悲傷
と惑いに揺れ動いている。紫の上哀傷に保胤の願文のような女人往生の発想が
見られず、しかも来世での救済の問題が、「一蓮托生」というような形でしか
描かれないのは、源氏固有の道心の問題が深く関わっているからだといえる。
女人追善願文は、残された者の悲嘆と哀悼、故人の往生への希求を最大限に
盛り込むことを主眼とし、それが宗教的な世界の論理に保証されていることで、
残された者の慰藷となり得ている。紫の上哀傷は、源氏の悲哀とともに、彼自
身の宗教的な次元での揺れや救いの問題と密接に関わっているゆえに、単に源
氏の悲哀が浄化され、紫の上の救済が願われるといったふうに描かれることは
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ないのである。
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〔資料〕
平安女人追善願文
0大江朝綱『為中務卿親王家室四十九日願文』
為中務卿親王家室四十九日願文 後江相公
弟子重明、稽首和南。（一）生者必滅、釈尊未免栴檀之煙、楽尽哀来、天人猶逢五
衰之日。雄知苦海之常理、還迷涙川之難留。（二）伏惟、亡室藤原氏、柔和康性、
焼順在心。難生鐘鼎之門、未見騒慢之色。一事一言、子朝子暮、主我巾櫛、積以星
霜。（四）而上月仲旬、寝膳誰例。夜漏五尽、遂謝有涯之生、暁鶏一声、長臨無常
之別。（五） 一旦背世之憂、己残心地之焔、百年借老之契、不異夢路之花。自彼自
鶏驚睡、九原之駕不帰、青烏催悲、 三泉之局長鎖、独作灯下伴影之身、猶添窓中恋
古之恨。鴛驚会空、向旧枕而湿快、燕雀巣覆、撫遺卵而擢肝。耳目所触、何事不悲。
（六）方今飲恨之日漸積、食香之期欲盈。非仮大日遍照之光、何成黒夜破暗之計。
（七）仰奉絵入葉九尊是茶羅一鋪、奉写金字妙法蓮華経一部云々、便於法性寺道場、
敬開講控。供仏之誠、唯志是尽。香則求難陀此岸之煙、花則撃樹提後国之専。以此
恵業訪彼幽霊。（十）仰願、功徳池上、結妙果於開示之蓮、安楽界中、事覚華於弥
陀之樹。今掃九尊方広之場、新加十号円明之位。乃至阿鼻聞此分香。敬白。
天慶八年三月五日
（『本朝文粋』巻十四、 p.372～373)
。大江朝綱『為左大臣息女女御四十九日願文J
為左大臣息女女御四十九日願文 後江相公
…伏惟、女御贈従四位上藤原朝臣者、弟子最少之児也。養在深窓、外人不識。悪心
春浅、未及二八之齢、蘭質秋深、初備三千之列。常念一家之子孫、附門戸其顧、満
国之草木、期栄枯於彼恩。…泣而更泣、玉卵共破於煙巣、悲之又悲、現苗同枯於芝
畝。去夏哀情毒焔、在胸而未滅、今冬晴眼寒氷、承枇而無乾。漢宮入内之夜、傍花
輩而成歓、荒原送終之時、 j昆松風而添突。綿々此恨、生々何忘。…以此勝業、奉訪
彼孤魂。仏界貴信不貴財、世尊依誠不依物。昔竜女献珠、巳証三明於南無垢之界、
今弟子揮沸、欲開九品於西極楽之地。…
天暦元年十一月二十日 左大臣従二位兼行左近衛大将藤原朝臣
。慶滋保胤『為大納言藤原卿息女女御四十九日願文』
為大納言藤原卿息女女御四十九日願文
（『本朝文粋j巻十四、 p.370)
慶保胤
…去七月、終即世実。昔日李夫人之反魂、尚可労方士、大長者之出字、縞欲恨知来。
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哀哉片時不見、欝腸宛如千万秋、痛失ータ相離、老涙己且四十余日。弟子欲訪旅魂
而未由、故図金人以為使、将通音信而無便、兼写宝｛局以代書。…所生功徳、錆滅累
業。努力莫為人中之雲雨、自愛不受天上之快楽。又欲其奈此五障何、欲其奈彼五衰
何。弟子早引幽霊、偏在極楽、弥陀尊之設蓮台、望上品、又仰下品実。法華経之説
仏果、令我女不異竜女罵。…
寛和元年月日 弟子正二位行大納言兼春宮大夫藤原朝臣為光
（『本朝文粋j巻十四、 p.370～371)
0慶滋保胤 『為二品長公主四十九日願文j
為二品長公主四十九日願文 慶保胤
…公主春秋十有五初入内。…不以受恩寵為栄、唯以逃俗塵為志。嵯呼、最昏所諦者
提婆品、造次所念者弥陀尊。去月十九日、請故延暦寺座主大僧正良源、為戒師、終
以入道罵。…公主者、先太上皇之女、後太上皇之妃、今上陛下之姉。於天下不又賎。
桃李無衰色、桑検非斜陣、何其遁世之太疾乎。追思往事、良可化人。不知妙音暫来
自界、仮為後宮欺、又不知観音欲度随類、為現化身敗。…公主臨終之問、西面態九、
す心不乱、十念無休。便其締窓膜目之時、寧非蓮台結蜘之日。定知不経中有、直至
西方。…
寛和元年六月十七日
（『本朝文粋』巻十四、 p.369)
韓国の祭亡室文・祭亡女文
0呉道一 「祭亡室趨氏文」（『西坂集』巻二十）
( 1 ）嶋呼至情不可以文也 化者無関 罵為文而諒之固知無益也顧君撒徳純
行平素所慕愛者不浅失於其長逝之辰無一言半僻以慰飴又何忍遂文其辞而
突之日 ( 2）君坦中任真有丈夫風視世俗婦女優巧笠日占晴之態則若将挽罵
性又篤於孝友其事父母也常恰愉椀順岡有違杵之色父母難愛之甚未敢以己
私干之而及喪以哀而椿至於慢不勝衣其処兄弟也絶無物我形遁見於幾微之間
而凡所有必輿之通共未嘗私其財姪見之幼失侍者愛之総己出撫摩向琳
不樺労働而終始不少慨 ( 3）推市至於我家亦穆知也事我先批如事其父
母視我姉妹知視其兄弟敬而克致其誠和而無慾子種古橋女而士行者若君殆
近之失之徳也之行也而不克食其報宜福而反毘宜寿而反夫者独何欺理固不
可詰而天国不可侍也鳴呼痛哉 ( 4）君之険費尚忍言哉結補之始余即嬰
況屯累閲歳而子女亦挙諏不育重以蓉擢酷罰 累服斉斬十数年間長在憂黙惨戚
中 未嘗少伸眉頭而卒之況病作崇ー臥不起寿塵三十有一 均之日 韓児之離胞未醇
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失問者莫不滑罵沸也顧余抗健之情安得不叩心長競答造化而怨鬼神也鳴呼
痛哉 ( 5 ）君之得疾蓋自戊申年突先夫人始逮辛亥年前書公之戚而紙罵 白是
重患恒血繕擢危疫瀕死者屡失而積段之飴旋又有苧庖然厳脆 日！授駿樽剥
不惟余之憂之至深見者莫不為君危之也去秋之孟幸克解脱並挙子若女皆
秀而美而疾又少己実於是向之為君危之者奉皆憧然相慶也況余私心幸之局
有其既意自今庶幾無病可以相期於白首也云胡数月之内禍故蓉酷 一見不乳
君又奄忽不起疾 使我矛矛秤秤抱弦無涯之悲也 鳴呼痛哉 ( 6）日君之始遭乳疾
也衆調是疾也婦人常常有之不足憂余独欄君之素滅而憂其疾之難醤也毎勉君
以省思慮加強飯専意於扶元養病之方而顧君契活未成不達自奉薄其被服非其
飲峡殆以人所不堪者処之而以致潜耗暗損於不知不覚之中奄忽如草露之時風
燭之滅而莫之救惰短命難在天若君之死未必非調護之託宜坐之也此余所以尤
但然痛恨愈久而愈不能為懐者也 ( 7 ）自君云亡転頭之頃倹三閲月実亡論吾
身之組踊酸楚寿児新経疹疾善護無人好弄之姿 日就鋪滅肌肌之音蚤暮不
絶縦使達者賞此僅難理遣矧余之絹隆子 ( 8）方君之疾革也撫児顧余而言
日人固有一死死固無足戚失且死而有知嘗帰見父母於地下亦復何恨但念
君之廃託輿児之難保為可哀也の沸得得下而現然之音尚猶在耳 難在冥冥之中 亦
安能弛念斯而尚篠無耽也哉思之至此不覚涙逝而腸煎也 ( 9）日月荏再竜歩
之期迫失今将窪君於漢之南麓負亥向巳之岡 市斯丘也実吾先兆之側 E君之子
若女之蔵皆在駕精爽不昧想有以楽於依帰也鳴呼幽明ー隔高事尽失百年之
担今駕巳失荘受之缶縦欲強拘靖生之働自爾難抑 一暢告惰五情潰裂君
其知也耶其不知也耶嶋呼哀哉
0察済恭「祭亡室貞敬夫人権氏文J（『奨巌集』巻三十八）
( 1 ）維世丁未十二月二十二日乙卯創我貞敬夫人安東権氏入地之日也霊輔之
忍捨故宅遠就佳城賓在於十九壬子夫平康察済恭頗侯邦慶離不得京城一歩
其勢既不可臨壊ー訣治弦旋妻未発収拾病絵神思僅構数行文使甥姪子李儒
慶於祖載之タ読以告之日 ( 2）鳴呼痛哉夫婦之重班在五倫生而好合
知鼓慧琴則死而傷悼無楽久視者七情之所磨爾也顧余何独不然然而余於
夫人之大帰所欲以相告者以賀而不以悲罵余真不知一死一生其事為可悲而然
欺甚突之歌情亦械失 ( 3）嶋呼人生於生勿論男輿女惟富貴栄達其所
願欲夫人之帰於余 三十有五年子弦実余遭遇聖明前後侃符者二 建節者四
文掴彫軒莫栄於妻始罵従余子伊之都護府未幾而赴畿輔按察営又未幾而赴松
之都関北之営至若箕城城府世所稽雄都映鎮而夫人之享有鹿禄幾及其瓜方其
盛儀而行也陪護者足声知雷騎而従者轟轟隠隠霧積雲屯余毎自語子中日 天
之佑有徳之人有知是失未及祇受花詰封為貞敬夫人此閏門命秩之極也若論
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富貴栄達恐無以加此以是相賀何不可之有哉 ( 4）鳴呼夫人之年僅五十
有四余之年方六十有八必至之事我先君後即理之常也念余於再昨歳在
明徳山庄患痢式重醤人退歩夫人以死牢決従容為傍人日吾有老母在雛不能
忘然吾死得其所実尚何暇他念頼天之霊吾病良巳 ( 5）鳴呼萄使其時吾
死而夫人亦死 三従之節義雄足以規耀女史闇門絶惨之境顧嘗如何今於夫人
之病尽心秤薬者吾也夫人之死誠心含蝕者吾也夫人之帰働突送輔者
亦吾也在夫人難謂之栄且光亦未為不可悠悠人世為婦人而得此事者未知
有幾人也以是相賀何不可之有也鳴呼竹山之栗唄一区殆天之輿我左坤ー
麓準擬我身後発之言談常若茶飯此夫人之所習開也面訣之際亦以此為言
不幸為日家所忌姑且権奉隣麓然再明年春至庶可以移上若干歩完了多安虚
其右以備我他日之所夫人之冥冥以侯想必知夫子乍有行役独留子家浄掃其堂
宇預温其房室以作帰日以此言之人世少別不過瞬息地下会合自可高年
以是相賀何下可之有哉鳴呼賀輿悲情之相反既賀旋悲余量不知其不可
也難然吾所以為悲者其諸異手古今人区区悼亡之私終若謹結而不洩亦不情
也 ( 6）鳴呼余之閲形管史多実録閏閣議行者亦衆失未見有斉美於夫人之
賢且哲者夫人白人吾室至誠事吾父母難一事之微恐或有違男姑之心夙夜洞
属動合集度吾父母毎日賢哉吾帰也其相我也有過則温言而規之為善則色
喜而助罵祇席間話無ー不出於正至若奉祭之需必先期方便不煩於余及其
将事之際毎見飲食芳馨物物皆誠余毎暗暗嵯歎日賢哉吾妹李氏婦夫婦皆
早残幼子若女五人皆在幼稚吾母下世之後夫人以吾母之心為心恩斯勤斯
視同出己手足桔据嫁妻及時皆有所成立使諸孤姪忘其孤露之恨親黛成日
賢哉夫人也余有妾駿夫人親之愛之人無有間言及二人各生一子夫人喜形
於色日此吾夫子之骨肉也輿出自吾腹有何間罵抱之懐中顧復備至及一子
八歳而天痛結子中涙眼長湿因是添病遂至不救若律之以中行恐或過之
而非仁性異等夫敦能有此哉至於恵遍宗黛恩及僕隷非我一人之言実輩頒成
湊以故妾駿輿僕隷借日賢哉吾主母也宗糞皆目賢哉美洞夫人也美洞吾
所居之洞也 ( 7）鳴呼余直道以行恒子草小数年以来遭擢惨毒忽忽無生
之趣 而惟是入而見夫人僚然是ー畏友也有懐則吐之有事則議之人世間口
之笑所頼者此敦謂鬼物之忌有浮人情詑輿此楽而奪之去耶由前之賀賀在於
君由後之悲悲在於我賀固浮世事悲亦浮世事畢寛相遇賀輿悲都帰泡幻而
止顧何足云云也 ( 8）鳴呼坐域之左麓百許歩既弘慎之一杯土也此上所稽
妾駿所生而夫人痛其天国是添病者也今於夫人之帰慎之歓迎夫人之抱懐
嘗無滅於平昔若能提撃省拝於吾父母南山幽宅則融融洩洩其楽何知願夫人無
或顧恋老身安意就道也言不能文突不能声散我一暢是我之願也向饗
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0宋凌吉「祭嬬女羅氏婦文」（『同春堂集j巻十七）
( 1 ）維崇禎歳次壬寅八月辛丑朔二十七日丁卯即嬬女羅氏婦麓引之期 其老父病
未往訣使孫柄文嫡夏等操文告子枢前而突之日 ( 2）鳴呼哀哉惇日 人生不
免水火父母之罪也使汝至此皆我之罪也尚復何言 尚復何言 以汝純明爽哲
之資怒淑端裕之行理宜蒙佑於神天而其薄命乃如許是則不能無憾於天地乃大
古人所調理者不可推神者不可侍殆為是設耶 ( 3）自汝為嬬其欲養汝子家
相依為命父子之情庸有極乎而勢有不能得者汝嘗謂我日生而無益不如
死之為安吾毎語之日吾在汝何敢死也 E汝欲為所天立後則必汝在可為也
蓋汝自為婿之初也己有自決之計累為家人所救吾常慮汝此心常在故為此語以
解之至今十能年間忍而為生吾謂汝以吾言為信而今蓮至此何其只自計而
不計老父輿老男姑耶汝之心必以梯婦生男則将取為後夙宵一念歌歌於此
而累産皆不得男則以為吾生巳久尚復何待遂決自靖之計齢不暇顧 ( 4）吾
常以汝為孝友和裕通達事理一心情杖不下於汝兄以今観之其偏而不通抑
何甚欺自汝之従海街帰即欲搬来相見 日夕何可忘也只縁家貧無馬有計未成
汝書亦以七月汝慈之忌為期適汝兄為巴宰上去吾令来時搬以帰屈指以待而
汝兄朝到汝家汝己夜死実汝之不思老父又不得兄厭故何其汝弟扉貧自失
汝慈視汝猶慈汝亦視弟猶子吾常喜之而今皆無復顧恋 ( 5）自昔忠臣烈婦
志既有定則勇往必遂無所顧前後難不合於中道而亦自成就得一個義子従古
則然吾於汝独何恨罵惟其使汝至此黙算終始皆余之罪古語云難云天数
人事有以致之念及於此哀腸自然寸断奈何手哉奈何千哉臆以汝之志葉
風烈生為男子則所以繕吾家声量不益遠而E大難不幸而為命薄婦人若少遅
其死来養吾齢年則吾之暮境身心量不少安而今皆不能得則無非我福過罪積
( 6）見怒神天之致尚復何説聞汝入地有期而吾老且病且拘形勢不得往
訣汝兄亦以公故不得往独令汝姪輩往 ( 7 ）此又人理之所不忍処汝慈之棄我
而先殆将十載子弦吾常悲之自今観之冥然漠然無所識知吾所甚羨汝於
泉下倫拝汝慈須致我此情難然吾衰甚実齢日無幾不知泉裏園因果如此
生也是不可幾也言有尽而情不可窮汝之英霊尚可鑑諒
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＊射強要旨
関礼子氏から今回の発表の主旨としては、男女の差、ジェンダーの問題ではなく物語文学と願文と
いうジャンルの差を論じているのかという確認がなされ、発表者はジェンダー差は考えていないと答
えた。村尾誠一氏からは、朝鮮祭文は儒教的であるが、それを踏まえると f源氏物語jの哀傷の部分
が願文的でないのは、そうした儒教的な思考が含まれているからかと質問がなされた。発表者はその
関連は現時点では見られないとし、今後の課題としたいとした。江戸英雄氏からは、願文と 『源氏物
語jの関連については先行研究にあり、願文は 『源氏物語』における親と子の関係を仏教的に考えて
いく上での土台になったものとされており、本発表の男女の聞の願文についての示唆は興味深いとし、
今後は 『源氏物語Jの成立以前の願文も考察してはどうかと提案がなされた。発表者は今後の課題に
したいとした。
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